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【削減状況の自己評価】

温室効果ガス

ｔCO2ｔCO2

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

削減目標の
達成状況

主な工場等
の排出量

番号

18,558

① 新見市クリーンセンター

ベンチマーク指標ベンチマーク

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入）

本票作成

事業の
概　要

部署名：

番号

基準年度

目標削減率

877

目標達成

分類
コード

ｔCO2

年度)

目標年度
原単位当たり排出量

未達達成

新見市
718-8501

　岡山県新見市新見３１０番地３

　新見市　総務部　総務課

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

県内の
主　な
工場等

新見市金谷253

②

② 千屋温泉いぶきの里 1,636 ｔCO2

7,288

ｔCO2

千屋温泉いぶきの里 新見市千屋花見1336-5

業種名：地方公務

地方行政　　職員数５１１人（平成２５年度）

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

馬塚浄水場

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

①

③ げんき広場にいみ 新見市上市15-1

新見市クリーンセンター

台）

③CO2換算3,000t以上

⑥ いぶきの里スキー場

新見市馬塚3-2

⑤ グリーンミュージアム神郷温泉 新見市神郷高瀬3188-1

④

⑥ 648

ｔCO2

897 ｔCO2

新見市千屋花見1336-1

（●工場等の数 149 所 ●車両台数（②該当の場合）

)年度排出量

26平成

5.0

25

）年度排出量

ｔCO2

15,939

）年度

箇年度）

△ 10.6

年度)

　二酸化炭素排出量については、前年比１，００２ｔCO2増加（前年比５．７％増）となった。
　主な増要因は、昼間買電の９９８ｔCO2増加（前年比１１％増）であるが、エネルギー使用量は１
２７，７４７ｋｗｈの削減（前年比１％減）であるため、排出係数の変更が排出量増加の主要因であ
ると考えられる。
　エネルギー使用量のうち、電気については設備の更新やデマンド管理により、確実に使用量は削減
しているが、排出係数の変更により二酸化炭素排出量は増加している。
　主要施設の設備の更新、デマンド管理などのソフト・ハード両方での取組を実施し、二酸化炭素排
出量の低減を行い、目標達成を図る。

5

ｔCO2

⑤ グリーンミュージアム神郷温泉 348

16,778

③ げんき広場にいみ

計画期間： 平成 22

いぶきの里スキー場

工場等の名称

④ 馬塚浄水場

指標の状況

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況

25

関連数値(平成 25 達成率等年度)

）年度削減実績

（該当事業者のみ記入）

対象事業の名称

目標年度(平成 26

25（平成

98

基準年度(平成 21 平成 25

CO2/( CO2/( CO2/( 



【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

その他

その他

県内で
の取組

・大佐地内市有林において、７月６日に「ザグザグの森」での植樹・育樹活動を実施。
・「環境保全型ボランティア活動」として、９月、３月に２週間程度の間伐作業を実施。
　※平成２６年度においても、上記活動を実施する予定である。

　総務部長（エネルギー管理統括者）を委員長とし、関係各課１０名の委員で組織する「新見市エネ
ルギー管理委員会」を組織している。

有　

実施した措置及び今後の取組の内容工場等の名称

県内で
の取組

【推進体制】

　 無

・冷暖房設備の使用電力量低減のため、クールビズ・ウォームビズを実施し、昨年度よりクールビズ
　に関しては、例年９月末までのところを１０月末まで延長した上で実施。
・業務時間内における、照明設備の点灯箇所の削減。
・庁内ＬＡＮによる、節電、ノーマイカーデーの取組を啓発し、昨年度より県下統一に加え、市職
　員を対象としたノーマイカーデーを設定し、自動車燃料の削減を図っている。

①新見市役所本庁舎
　新見市山村開発センター
　新見市保健福祉センター
　新見市役所大佐支局
　新見市役所神郷支局
　新見市役所哲西支局

②新見市クリーンセンター

③新見市役所哲西支局

④新見市役所哲多支局

（平成２５年度実施分）
①電力デマンド管理により、前年比▲６６MWhの削減成果があった。

②排ガス循環装置の設置が平成２５年１２月に完了し、二次空気に代えて、
　燃焼排あり、ガスを再循環することでエネルギー使用量の低減が図られる
　見込みである。

（今後実施予定分）
③空調設備を吸収式冷温水発生器から冷温水発生器と電気式ヒートポンプの
　複合型に変更し、電力使用量の削減を図る。

④空調設備をトップランナーに更新し、電力使用量の削減を図る。

　 無

　 無


